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FOr the desigllilag purpose of the cOlltaining structweslstlch a.s‐bin,載l。,bunkeF and
ho●oe4 cakulatioi neihods ofthe flow lo.ading in the steady state車luSt bo dove160 d,
andihe mechallism of the traⅢent OverpressureⅢwhich丘lve been co,sideFed tO at・t
on the bin wall at the dtart of mow,should be nade doai
FrOn the p01nt Of vねw,in our previous papαG we carried Oul tlle theOFetical and
exOerimentЛ a alttis of the ax卜synmotdcal flov in a cylilldricai model bin.h tlle
prettnt paper,the,Inne―stFain f19帯i  a parttlel―Sid d mOdol bin is discusttd. It
hcludes the obseFVatiOnS of oattiCle behaviOF and fiOw pattern as well as the
measuremeFrt Of flっhI Ioadilag.As a retth appro?lllate calcuaOons of ho flow
loading―and he everpressure are Feselated.
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明が急務 とされている。 前報 [1, 2, 3, 4]










2実 験 概 要
試料は前報 と同 じ気乾状態の砂丘砂 (2 mmフル








cmの間で試験 した。排出用スリッ ト5の幅 Dsは

























































向も滑 らかに傾いてゆく。 しか し,排出口近傍の流れは















Ds= 0.5 cm          Ds= 1.O cm    Ds= 1.5 cm
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流動状態線 (RYL)の傾角 として定義 した流動摩擦
角 αを用いて,新しい流動基準 は次式で与え られる。
寺=織許 ―・側)

























田 十ね nO COS2ω:子+ねnttn2ω:許
-2ёtanCxsin2ω坐 +20tanαcos2ω⊇些立
=Y         ―――(3-a)
tanαttn2ω器刊■anαCOS2耐子
+25tanαcos2ω坐 +25tanαsin2ω坐













































れば, fl, r2に沿 うテ,
のの微分方程式を得る (ただ
し,異族の特性曲線にお う徴
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あるか ら, この流線は速度の特性曲線の一つ となる。
図-7(a)に示す流線は,流動方向と考え得る第一















































Y   t4+(ed~Ob)tanα)
+子     …(11)
計算結果の一例として,凹-8(a)に示すようにH
=70c硝,Ds=0.5 cmの場合の観察された定常流路
から,△x=2 cm間隔で θを読み取 り,式(11)を用
いて σを上表面 (σ=0)から順次計算 した結果は同図
(b)に示すようである。同図 (b)には,からさらに
σx, σyを計算 した結果 も示 してある。
また,このようにして計算された,yと実測された流







もぐり込む (拡大流)形の流線 f上 が生ずる。 このよう

















基準値 とした (,y)。が静止時の σyの2.5倍(静止上




は従来か ら実験結果 として推定 されている過動圧の大き
さ,すなわち静止圧の3～4倍とかあるいは10倍以上と
かいわれる値によく合致 している。















とを示 し, この近似解法の実用性 とともに非対称流れに
よる過動圧の発生 という新たな可能性を提言することが
できた。
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